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一方，労働力利用の面ではかなり年間労働力の合理的

な配分が行われており，他の演算結果と比較して最も

小さな値を示している。この経営類型では酪農の導入

は，年間労働力の合理的利用という面では極めて重要

な役割を果たすが，その収益面での寄与は少ない。以

上の結果から見ても，最近における1－2頭を飼養す

る零細酪農経営の離脱ということがうなずけよう。し

かしながら労働力の合理的利用，地力維持，土地の高

度利用といった観点を考慮し，その収益性を高めるな

らば，複合経営における有力な部門として定着するこ

とは可能である。

以上，lPの試算結果から酪農の規模拡大における

問題点がかなり明らかになった。

5　酪農生産団地推進構想の考察

Lpの試算結果及び事例農家分析においても，この

地域で想定される標準的企業酪農経営の飼養頭数目標

20東，酪農所得200万円を達成するような経営はみ

られなかった。このことの一番大きな原田は，豊富な

草資源を有していながら，その生産量が低いというこ

とと1頭当たり乳量が低いといった栽培技術，飼茸管

理技術の低位性にある。それと同時に飼養管理労働を

中心とする労働生産性の低さということも酪農の規模

拡大における大きな阻害要因となっている。

こうした情勢の中で出現したのが生産団地構想であ

る。二戸市でも現在4つの酪農生産団地の推進構想が

進められている。これらはいずれも刈取を主体とする

生産団地で飼料生産は乗用トラクタによる一貫作業体

系を採用し，120頭規模を収容できる哺育・育成牧場

の存在をその必須条件としている。飼養管理はパケ，

ト式ミルカー，ユニットクーラーを採用し飼養管理労

働の合理化を目指している。

この構想の中で一番大きな問題になるのが，哺育・

育成牧場の造成と生産団地参加農家の技術水準の向上

である。そのためには積極的中核農家の育成による高

位技術水準の平準化，草地開発可能地の開発が必要で

ある。

4　結　　　　　論

以上，豊富な草資源を有する岩手県北畑作地帯にお

ける酪農経営の規模拡大の方向とその問題点を考察し

た結果，次の結論が得られた。

1収益性の面では現在の技術水準では他の作目と

比較してメリットがあるとはいえない。しかし牧草・

飼料作物の土地・労働生産性の向上，合理的飼養管理

労働による1頚当たり乳量の増大の余地は極めて大き

く残されており．この点の改善が規模拡大のキーポイ

ントである。

2　複合経営の場合，年間労働力の合理的配分とい

う面ではかなり大きな役割を果たす。しかしながらこ

の類型では労働競合が生じるために収益がそれほど伸

びないという結果におち入りやすい。労働競合を生じ

ないような適切な作目の選択が望まれる。

5　酪蔑生産団地の育成は，個別による規模拡大の

限界の打破，技術の高位平準化という面ではかなりな

役割を果たすと思われる。そのためには，哺育・育成

牧場の造成，中核農家の積極的な育成が望まれる。

乳用子牛の冬期間の飼養法の違いが放牧時の発育に及ぼす影響

飯　　　　武　勝

（福島県畜産試験場）

1　日　　　　　的

冬期間の飼養法の違いが発育，生理機能などの健康

に及ぼす影啓とその後の放牧期にどのように影響する

かを検討する。

2　試　験　方　法

1　供試牛

ホルスタイン種雌双子4組（昭4ス10開始時，生

後4，5，°，7月令）

2　試験区の構成

第1表に示す。

5　調査項目

発育，採食量，繁殖状況，体温，呼吸数，心拍数．

呼吸ガス代謝などの生理機能の変化。
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第1衰

区　　　 分 双　 子　 Nl 飼　 育　 施　 設

（冬　 期　 間 ）

給　　　 与　　　 飼　　　 料

冬　　　 期 夏　　　　 期

舎　　 外　　 区 Al B I C l I）1 舎外 （単飼 ）1 面　 接 † 霊芸思量採食

】 2毎／ 1東

1 放　　 牧

し
舎　　 内　　 区 A2 3 2 C 2 Ⅰ）2

　　 l舎外 （ 〝 ）」 16m ×4m ！ （濃飼無給与 ）

5　結　果　概　要

結果は第2，5表に示す。

1冬期間の寒さの最も厳しい1～5月の採食量は，

同期間の他の月と同様に舎外の方が多いが，体重は飼

料を多く摂取した分に相当する最は増加していない。

この期間，明らかに酸素消費量の増加があることから．

寒さのためにエネルギー損失となっているものと思わ

れる。

第2衰　冬期（昭4710－48．4）

2　冬期間を通してみると舎外区の方が採食量が多

く，増体重も大で飼料の要求率に差はみられない。

5　当場程度の気象下の寒さで秋から舎外飼養とし

た場合には，牛体に環境適応が成立し，舎外飼養は可

能であると考えられる。

4　夏期の放牧時の発育は冬期間舎外で飼考した方

が良好であった。これは放牧開始初期の差であること

から，冬期間舎内飼養が舎外に比較して放牧への環境

適応が困難であったためと考えられる。

期　 間 1 0 ～ 4 月 （ 1 8 6 日 間 ） 1 一一 5 月 （ 9 0 日 間 ）

測 定 項 目　　　　　　 分 舎　 外　 区 舎　 内　 区 差 舎　 外 区 舎　 内　 区 差

気

温

最　　　　　 高 （℃ ） 鼠4 1 5．0
－ 5．°＊＊

5．5 1 2．7
－ 7 4 ＊＊＊

最　　　　　 低 （℃ ） 0．5 8．5
一 8．2 ＊＊＊

－ 5．0 4．9
－ 7 9 ＊ ＊＊

A M 1 0　 時 （℃ ） 5．5 1 0．5
－ 5．D ＊＊＊

－ 2．7 7 7
－ 5．0 ＊＊

採

食

量

濃 厚 飼 料 （辱 ／ 日 ） 2．0 2．0 0 2．0 2．0 0．

乾　　 草 （毎 ／ 日 ） 5．5 5 4．7 8
8．5 7 ＊＊ ＊

5．8 7 5 ．1 5
0．5 2 ＊＊＊

増　　 体　　 重 （辱 ／ 日 ） 0．8 1 8 0．7 2 7
0．0 8 9 ＊ ＊

0．7 9 2 0．7 9 7 － 0．0 0 5

飼　 料　 要　 求　 率

（ 1 毎 増 俸 に 要 した 飼 料 ）
鼠0 0 鼠5 5 － － 0．5 5 R d 8 8．9 7 0．7 1

直　　　 腸　　　 温 （℃ ） 5 8．6 2 5 8．8 8 － 0．0 8 5 8．8 5 5 8．6 5 8

平　　 均　　 皮　　 温 （℃ ） 2 2．8 2 8．9
－ 4．1 ＊＊＊

2 1．9 2 8．5
－ 4．4 ＊＊＊

心　　 拍　　 数 （回 ／ 分 ） 8 7 5 7 1．2
－ 5．7 ＊

‘‘．5 7 0，5
－ 4．2 ＊

呼　 吸　　 数 （回 ／ 分 ） 2 5．0 2 ス 1
－ 4．1 ＊＊ ＊

2 0．9 2 4．7 － 5．8 ＊ ；：こ

呼　 気　　 量 （ ヱ／ 分 ） 2 8．0 5 1．7
－ 5．7 ＊＊＊

5 0．8 5 4．1
－ 5．5 ＊＊

酸 素 消 費 量 （孤β／ 分 ，均 ） 5．5 2 5．4 5 0．0 7 5．4 4 l 5・1 8
0．2 8 ＊＊

第5表　夏期（昭48．4、10）

4 ・－ 1 0 月 （ 1占4 日間 ） 4 － 5 月 （ 2 9 日間 ）

舎 外 区 舎 内 区 差 舎 外 区 座 内 区 差 舎 外 区 舎 内 区

0 ．占 5 9 0 ．5 8 8
0 ．0 7 5 ＊

0 ．5 6 0 0．2 1 d
0 ．5 4 4 ＊

0 ．8 5 8

差

注．＊．＊＊，＊＊＊はそれぞれ5％，1％，0．1％水準で有意


